
（別紙３）

～ ２０２５年　１月　３１日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

～ ２０２４年　１１月　３１日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・発達障害を持つ保護者の方への相談や助言をおこない、福

祉のつながりや理解を広めていく

2

・日々の小集団トレーニングやDIDIMに加え、個別支援にも

取り組み、より一人一人に合ったニーズに合った支援ができ

るようにしていく

3

・小集団のトレーニングと併用して、個別療育もおこなって

いく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・利用開始時に保護者や利用者に説明をおこないご理解をい

ただく

・自立に向けて練習期間を設け同行支援をおこなう

2

・地域を巻き込んだイベントの開催をおこなう

3

・送迎の際に、学校との情報共有をおこない関係構築を図る

・営業活動に力を入れる

○事業所名 ハッピーテラス黒崎教室

○保護者評価実施期間
２０２４年　１１月　１日

○保護者評価有効回答数

２０２４年　１１月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　２月　１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保育園や幼稚園との連携 ・今年度は保育園や幼稚園との連携の機会がなく、事業所発信

の会議の開催もできていない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

車での送迎がない ・自立を目的とし、徒歩通所や公共交通機関を使用できるよう

支援しているため

地域との交流が少ない ・地域との交流の機会がなかった

SNSを利用し、研修や勉強会の充実 ・毎日配信をおこない、発達障害についての情報を発信してい

る

・毎週土曜日に事業所内で、支援やサービスについての勉強会

をおこない、支援力の向上に取り組んでいる

多様性を重視している ・自由な空間の中で、子どもたちが主体となり過ごせるように

支援している

・目標設定や個別支援計画の作成の際に、保護者だけでなく児

童の意見を取り入れるようにしている

・障害の有無や年齢に関係なく、受け入れている

就学準備ができる ・就学準備に向けて、小集団の中で就学児と一緒にトレーニン

グを受けることができる

・SSTでは、個々の成長度合いにあったプリントを提供してい

る

事業所における自己評価総括表公表


